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＜連絡事項＞

・槙　滋　様～４月１日東から転入となっております。主治医　千葉　良Dr　PSW　柳澤　　

主病名　老人性痴呆　合併症名　脳梗塞後遺症・左片麻痺あり。

担当は中野Nsです。. 車椅子は本人のもの。
　　　　　　　　　　　食事：常食、自立摂取です。　

移動：何かにつかまって立つ事は可能。　

排泄：オムツは病院購入可。洗濯:業者洗濯です。

夜間不眠傾向ある為、日中の日課や睡眠状態の観察をお願いします。　　　　　　　　　
· 鳥谷部　国光様～食事時口にため込みみられており、詰まらせる可能性あるので、常食から　　全粥、キザミに変更を主治医に確認しています。変更後食事摂取状況観察して行きましょう。

· ビタカンファー全て薬局に下りています。製薬会社で作らない事になり、代用品は何になるか医師と薬局長で検討中です。

＜褥瘡の評価検討＞

· ・南　市三郎様～発赤みられていますが、踵部はほぼ治癒されています。しかし、出血が　
　　　　　　　　　みられてきていますので、現在の処置を継続し様子観察していきましょう。　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　清拭をして皮膚状態の観察を行っていきましょう
　　　　　　　　　
· 橋本　万様～声掛けによって立位を保持できていますが、その他は殆ど車椅子に座ら　　
れたままですので、声を掛け立位保持を促してみましょう。
体位交換時、仙骨部からラップがずれてしまうことがあります。ラップを少し大きめに貼り湿潤環境をよくしていきましょう。皮膚はピンク色になってきており、改善傾向です。処置は継続です。
日中１時間以上車椅子に座りっぱなしなので、臀部が赤くなっていることがありますので適宜自室へ誘導し臥床していただきましょう。食事は全量摂取出来るように促していきましょう

· 北山　和子様～仙骨部、踵部に褥瘡があります。床に座られていることが多いので、出来る　　　　　　　　　　　　　　　だけ椅子に座って頂くようにしましょう。食事は全量摂取して頂くようにしましょう。おや　　　　　　　つ時など、飲める時にでいいので栄養補助食品のオレンジジュースを飲んで頂きましょう。
　　夜間は床で臥床することがありますが、居室に誘導しマットレスで臥床して頂きましょう。
　　処置も今まで通り継続で清潔を保っていきましょう。　　　　　　　

＜注目患者NCP評価・検討＞

槙　滋　様(７６歳)　　　　主治医　千葉　良Dr　　　PSW　柳澤　　

主病名　老人性痴呆　　合併症名　脳梗塞後遺症　　

現在このようなケアプランをたてていますが、夜間不眠傾向がある為、カンファレンスでケアプラン検討しています。

＜検討前＞　

♯１褥瘡予防に努める。

Ｐ1

1 尿意訴え時、尿器使用。

2 トイレでの排尿、トイレ誘導。

3 排尿している場合、オムツ交換。

4 皮膚観察。

♯２ADL拡大

Ｐ1

1 車椅子に座れる各食前後

2 自力での食事摂取。

♯３大声を出したり暴れたりする事を少なくする。

1 家族の協力を得る。

2 話をよく聞き、説明する。

　　　　　　　　　　　

＜検討後＞

♯1睡眠不安定。

P1睡眠が確保できる。

1 日中は、プログラム、日課して生活リズムを整える。

2 居眠りをしていたら、声が消し起きて頂く。

3 日中は、立位起座位の運動を10回して頂く。

4 夜間の睡眠状態。

5 眠れない理由を問う。

このケアプランで実施していきますが変更の必要性がある場合は、随時様子観察していきましょう。転入したばかりなので、車椅子での運動も取り入れ、本人のペースに合わせ無理せずに行って頂きましょう。

